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福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年

火
山
列
島
・
地
震
大
国
の
日
本
に

原
発
は
い
ら
な
い

原発再稼働
許さないぞ

三毳山カタクリ園

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
10
年
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
が
故
郷
を
奪
わ
れ

ま
し
た
。
被
害
者
へ
の
補
償
は
値

切
ら
れ
、
放
射
能
汚
染
水
は
増
え

続
け
、
事
故
の
収
束
は
見
通
し
も

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
甲

状
腺
が
ん
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
風
化
さ
せ
ず
、
原
発
再

稼
働
を
許
さ
な
い
闘
い
は
ま
す
ま

す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
13
日
、
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
最
大
震
度
６
強
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、
震
源
の

位
置
や
深
さ
の
関
係
で
津
波
は
発

生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
宅
の

倒
壊
等
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

原
発
に
損
傷
は
な
か
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
震
源
地
か
ら
80 

Km
以
上
も
離
れ
て
い
る
女
川
原
発

で
は
、
変
圧
器
避
圧
弁
が
作
動
し
、

原
子
炉
建
屋
内
圧
力
ブ
ロ
ー
パ
ネ

ル
の
脱
落
、
放
水
口
取
水
ポ
ン
プ

の
停
止
、
大
容
量
電
源
装
置
の
異

常
警
報
発
生
な
ど
が
起
き
た
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
川
町
の
震
度
は
４
、
東
京
23

区
内
と
同
じ
で
す
。
あ
の
程
度
の

揺
れ
で
、
大
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
複
数
の
異
常
が
同
時
的
に

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
原
発
は
地

震
に
弱
い
こ
と
が
、
改
め
て
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

原
発
の
耐
震
設
計
基
準
は
５
４
０

～
８
０
０
ガ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

震
度
６
強
だ
っ
た
福
島
第
一
で
は

８
０
０
ガ
ル
の
揺
れ
に
よ
り
外
部
電

力
が
喪
失
し
ま
し
た
。
大
手
建
設

会
社
の
耐
震
設
計
基
準
は
３
４
０
０

～
５
０
０
０
ガ
ル
で
す
。
２
０
０
０
年

以
降
、
震
度
６
強
以
上
の
地
震
は

20
回
発
生
し
、
そ
の
う
ち
震
度
７

が
４
回
で
し
た
。
震
度
７
の
熊
本

地
震
で
は
１
７
４
０
ガ
ル
が
計
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
現
実
的
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
原
発
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

安
倍
政
権
に
続
き
菅
政
権
も
原

発
推
進
政
策
を
強
引
に
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
火
山
列
島
・
地

震
大
国
日
本
に
原
発
は
い
り
ま
せ

ん
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
原
発
再
稼
働
！
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
核
燃
サ
イ
ク
ル
！　

３
月
27

日
開
催
の
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
首

都
圏
集
会
」
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

低
す
ぎ
る
耐
震
設
計
基
準

女
川
は
震
度
４
で
異
常
発
生

３
・
27
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会2019 年３月 / さようなら原発全国集会（代々木公園）



　

例
え
ば
、
昨
年
の
公
務
員
賃
金

は
一
時
金
が
０
・
05
月
減
額
で
し

た
。
仮
に
、
昨
年
の
賃
金
変
動
が

一
時
金
０
・
05
月
減
分
だ
け
で
、

年
金
に
影
響
す
る
諸
要
素
が
す
べ

て
ゼ
ロ
だ
と
す
る
と
、
昨
年
の
実

質
賃
金
変
動
率
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

31
％
に
な
り
、
来
年
か
ら
３
年
間
、

年
金
額
は
０
・
１
％
程
度
悪
影
響
を

受
け
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
者
数
が
減
っ
て
公

的
年
金
保
険
者
数
が
減
少
す
れ
ば
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年

金
減
額
率
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ

も
３
年
間
影
響
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
今
年
も
実

質
賃
金
が
低
下
す
る
か
雇
用
者
数

が
減
少
す
れ
ば
、
さ
ら
に
影
響
が

長
引
き
ま
す
。
年
金
減
額
の
た
め

ン
ジ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
事
態
」
が
再
宣
言
さ
れ
る

状
況
に
な
ら
な
け
れ
ば
実
施
可
能

と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
な
実
施

日
・
内
容
を
３
月
15
日
に
開
催
す

る
幹
事
会
で
決
め
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
行
事
再
開
へ
弾
み

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

延
期
し
て
い
た
第
13
回
定
期
総

会
は
、
６
月
11
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

何
と
し
て
も
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
懇
親
会
の
方
法
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
開
催
困
難
な
ら

ば
、「
書
面
開
催
」
方
式
と
し
ま
す
。
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な
ど
の
次
善
の
策
を
考
え
て
お
く

べ
き
で
し
た
。
次
の
行
事
検
討
の

際
の
教
訓
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
か
な

り
減
少
し
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
、

首
都
圏
を
除
き
２
月
末
で
解
除
さ

れ
ま
し
た
。
首
都
圏
も
近
日
中
に

は
解
除
さ
れ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
感
染
は
下
げ
止
ま
り

傾
向
に
あ
り
、
医
療
体
制
逼
迫
も

解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
心
し
て

行
事
を
再
開
で
き
る
環
境
は
整
っ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

お
花
見
の
会
場
は
、
都
立
小
金

井
公
園
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

千
鳥
个
淵
な
ど
桜
の
名
所
の「
桜

ま
つ
り
」
は
中
止
や
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
緊
急
事
態
」
解

除
後
の
リ
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、

「
花
見
は
宴
会
な
し
」
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、

４
月
２
日
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
は
、

　

５
月
に
は
、「
つ

く
だ
・
つ
き
し
ま

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
（
も
ん
じ
ゃ
の

会
）」
再
チ
ャ
レ

お
花
見
は
残
念
で
す
が

５
月
に
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

４
・
２
﹁
お
花
見
の
会
﹂
は
中
止
�

６
月
に
定
期
総
会
を
開
催

５
月
の
﹁
も
ん
じ
�
の
会
﹂
よ
り
行
事
再
開

中
止
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

宴
会
方
式
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
純
粋

に
お
花
見
を
す
る

　

本
誌
先
月
号
の
年
金
額
報
告
の

末
尾
に
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ

出
て
い
な
い
」
と
記
載
し
た
と
こ

ろ
、「
コ
ロ
ナ
で
年
金
額
が
減
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
」
と
い

う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
金
額
の
改
定
は
法
的
根
拠
に

基
づ
い
て
お
り
、
恣
意
的
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
今
年
か

ら
、
年
金
額
改
定
は
「
物
価
指
数

と
賃
金
変
動
率
の
低
い
方
と
す
る
」

方
式
に
な
り
、
賃
金
水
準
の
影
響

を
受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

年
金
額
改
定
の
要
素
は
、「
名
目

手
取
賃
金
変
動
率
（
３
年
間
平
均

の
実
質
賃
金
変
動
率
×
物
価
変
動

率
×
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率
）」

と
「
消
費
者
物
価
指
数
」
で
す
。

ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

要
素
は
「
３
年
間
平
均
の
公
的
年

金
被
保
険
者
数
の
変
動
率
」
と
「
平

均
余
命
の
伸
び
率
」
で
す
。
こ
れ

ら
の
要
素
の
う
ち
、「
賃
金
変
動
率
」

と
「
年
金
被
保
険
者
数
」
が
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
年
金
額
が
減
る
？

賃
金
水
準
低
下
�
雇
用
者
数
減
少
が
年
金
減
額
に
直
結

の
仕
組
み
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
を
早
期
に
止

め
て
、
年
金
額
改
定
を

物
価
変
動
準
拠
方
式
に

戻
す
べ
き
で
す
。

年
金
改
定
は
物
価
連
動
に

賃
金
減
で
も
雇
用
減
で
も
年
金
減

賃
金
水
準
が
大
き
く
影
響
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２
月
19
日
、

東
京
総
行
動
が

た
す
べ
き
役
割
」
を
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
オ
リ

パ
ラ
組
織
委
会
長
森
喜
朗
の
「
女

は
わ
き
ま
え
て
、
男
の
意
に
従
え
」

と
い
う
主
旨
の
差
別
発
言
に
抗
議

す
る
「
わ
き
ま
え
な
い
」
女
た
ち

が
ず
ら
り
と
並
び
、「
元
首
相
の
森

も
経
団
連
の
中
西
（
会
長
）
も
女

性
差
別
者
だ
」「
経
団
連
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
差
別
を
な
く
せ
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
こ
と
で
し
た
。

揄
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
、
若
い

女
性
た
ち
が
迅
速
な
対
応
を
行
う

な
ど
、
変
化
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
に
は
Ｊ
О
Ｃ
前
で
女

性
団
体
主
催
の「
モ
リ
は
ヤ
メ
ロ
！

オ
リ
パ
ラ
い
ら
な
い
！
抗
議
行
動
」

が
行
わ
れ
、五
輪
マ
ー
ク
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
像
を
前

に
、「
女
は
黙
っ
て
い
な
い
」
と
、

森
発
言
と
政
府
・
自
民
党
の
対
応

批
判
や
、「
男
社
会
」
の
問
題
点
な

ど
が
次
々
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
あ
た
り
を
潮
目
に
、様
々

な
行
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
拡
散
で
、

森
を
追
い
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
の
夜
行
わ
れ
た
19
日

行
動
で
も
、
各
発
言
者
が
森
発
言

批
判
を
展
開
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
ツ
・
ナ
ウ
の
方
は
、「
森
会
長
発

言
の
場
で
笑
っ
て
い
た
人
や
い
さ

め
な
か
っ
た
人
も
共
犯
。
こ
う
い

う
こ
と
は
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、

ネ
ッ
ト
署
名
が
15
万
人
分
集
ま
り
、

森
会
長
を
追
い
詰
め
た
。
理
不
尽

な
こ
と
に
声
を
あ
げ
れ
ば
社
会
を

変
え
ら
れ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

退
職
者
連
合
も
、
２
月
８
日
に

『
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
お

け
る
森
喜
朗
会
長
の
女
性
差
別
発

言
に
抗
議
す
る
談
話
』を
発
表
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
女
性
が
解
雇
や

Ｄ
Ｖ
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
自
殺

者
も
増
加
し
て
い
る
。
男
女
が
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
対
等
な
立
場
で
あ
ら

ゆ
る
活
動
に
参
画
で
き
る
社
会
へ

向
け
て
活
動
を
進
め
る
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
社
会
の
構

造
は
外
圧
で
し
か

変
わ
ら
な
い
と
揶

「
わ
き
ま
え
な
い
」
女
た
ち
が
抗
議

ネ
ッ
ト
署
名
15
万
は
効
果
あ
り

「
黙
っ
て
い
て
は
ダ
メ
」
と
行
動

退
職
者
連
合
も
コ
メ
ン
ト
発
表

「
わ
き
ま
え
な
い
」
女
た
ち
前
へ
！

江森副委員長

けんり春闘経団連前行動

女性たちの経団連抗議行動

ＪＯＣ前の「モリヤメロ！オリパラいらない！抗議行動

経
団
連
前
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
延
長
に
よ
り
、

３
月
26
日
に
延
期
さ
れ
、
昼
休
み

の「
け
ん
り
春
闘
・
経
団
連
前
行
動
」

の
み
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
団
連
前
で
は
、
争
議
労
組
が

「
不
当
解
雇
の
黒
幕
は
経
団
連
」
と

責
任
を
追
及
、
東
京
清
掃
も
江
森

副
委
員
長
が
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
労
働
条
件
と
環
境
改

善
の
必
要
性
」
と
「
経
団
連
が
果



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2021 年３月

　

菅
首
相
長
男
の
総
務
省
接
待
疑

惑
、
森
オ
リ
パ
ラ
組
織
委
会
長
に

よ
る
女
性
差
別
発
言
の
関
連
で
国

会
が
紛
糾
す
る
中
、
２
月
の
19
日

行
動
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主
催
者

は
、
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
後
手

後
手
に
ま
わ
り
、「
自
助
」
任
せ
だ

と
批
判
、
日
本
の
根
本
的
差
別
構

造
が
森
会
長
女
性
差
別
発
言
を
招

い
た
と
指
摘
し
、
闘
わ
な
け
れ
ば

変
ら
な
い
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

立
憲
野
党
か
ら
の
挨
拶
に
続
く

市
民
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
で
、
共
謀

罪
Ｎ
Ｏ
！
実
行
委
員
会
は
、「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
情
報
500
万
人
分
が
中

国
に
漏
洩
し
た
問
題
を
立
憲
の
長

妻
議
員
が
国
会
で
追
及
し
た
。
事

実
か
検
証
し
、
解
明
さ
れ
な
け
れ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
案
の

審
議
は
で
き
な
い
。
法
案
を
廃
案

に
追
込
も
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
は
、

「
辺
野
古
の
埋
め
立
て
に
戦
没
者
の

遺
骨
が
入
っ
た
沖
縄
南
部
の
土
砂

が
使
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
人

道
的
に
許
さ
れ
な
い
し
、『
戦
没
者

遺
骨
収
集
推
進
法
』
に
定
め
る
『
国

は
遺
骨
収
集
の
施
策
を
策
定
し
、

確
実
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
』

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
菅
政
権
・

防
衛
省
の
暴
挙
を
許
さ
ず
、
沖
縄

に
連
帯
し
て
闘
お
う
」
と
い
う
決

意
を
示
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
接
待
疑
惑
等
、腐
り
き
っ

た
菅
政
権
の
早
期
退
陣
へ
向
け
て

闘
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
「
自
民
党
改
憲
発
議
ス
ト
ッ

プ
！
労
働
者
・
市
民
集
会
」
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
会
場
貸
出

中
止
の
た
め
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
「
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条

改
悪
反
対
連
絡
会
議
」
は
、「
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
希
望
者
全
員
に
何
時
で

も
何
度
で
も
無
料
で
受
け
ら
れ
る

権
利
」
拡
充
へ
署
名
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
２
月
18
日
に
新
宿
駅

西
口
で
菅
政
権
打
倒
の
街
頭
宣
伝

に
併
せ
署
名
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
な
ど
が
、菅
政
権
の
「
人

命
軽
視
・
金
儲
け
優
先
政
策
」
を

批
判
・
糾
弾
し
た
と
こ
ろ
、
賛
意

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
人
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
若

い
女
性
た
ち
が
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
促
進
の
署
名
に
協
力
し
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
と
は
違
う
何

か
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
団
体
の
次
の
行
動
は
、
３
月

23
日
の
「
コ
ロ
ナ
感
染
で
の
医
療

崩
壊
は
誰
の
責
任
か
」
を
問
う
講

演
会
で
す
。
講
師
の
全
国
安
全
衛

生
研
究
会
代
表
で
甲
府
市
議
の
山

田
厚
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
初
期
段
階
で
「
検
査
体
制
の
不

備
と
医
療
崩
壊
は
自
民
党
政
権
に

よ
る
保
健
所
削
減
や
公
立
病
院
民

営
化
が
原
因
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
き
た
方
で
す
。
有
意
義
な
講
演

内
容
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
ま
で
と
違
う
手
応
え
を
感
じ
た　
　

コ
ロ
ナ
対
策
強
化
の
訴
え
と
署
名
活
動

総
務
省 

オ
リ
パ
ラ 

コ
ロ
ナ 

女
性
差
別
を

断
じ
て
許
さ
な
い
！
菅
政
権
は
退
陣
を
！

若
い
女
性
た
ち
が
進
ん
で

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
署
名
に
協
力

３
月
23
日
に
医
療
崩
壊
の

責
任
を
問
う
講
演
会

危
険
な
デ
ジ
タ
ル
改
革
法

戦
没
者
の
遺
骨
で
辺
野
古
埋
立
て


